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2014年3月末日までに大学卒業見込みの学生が対
象となります。詳細は下記HPにて周知予定です。
http://www.leading-en.sci.waseda.ac.jp/
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▲発表した学生たち。日本からは矢部さん、若林さん、徳江さん、加藤さ
ん、佐々田さん、松田さん

▲科学技術に携わる上でのモットーは「則天去私（そくてんきょし）」です。この夏目漱石の言葉を”Listen 
to nature and follow to heaven.”と解釈しています。自然に学び、得られた成果を社会に役立てるために
邁進する、研究者として真摯な姿勢を大切にしたいと考えています

▲バガス発電と蒸気利用施設の見学
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▲理工学博士人材「エナジー・ネクスト」リーダーを養成

早
稲田大学「リーディング理工学博士プロ

グラム『エナジー・ネクスト』リーダー育成」は博士課程 

5年一貫のプログラムです。物理や化学・電気などを横断する学問領域を、 

電荷の生成・輸送・貯蔵・放出の制御に関する科学を起点とした「エネルギーの理工学」として

くくってこれを専門の軸とし、物質と電荷の直接変換、さらに水素の生成・輸送・貯蔵などへ展開しうる

世界水準の専門力を培います。またエネルギー問題が深刻化する社会的背景と将来の技術動向を俯瞰して、課

題の抽出とその解決に挑む方法論を学ぶ手段として、政治学研究科「ジャーナリズムコース」と経営デザイン専

攻「スーパーテクノロジーオフィサーコース」が本プログラム向けにカスタマイズされています。さらに、共同

研究やインターンシップなどを海外大学・企業で実践できる機会も必修科目として設定されており、これらを利 

用して進

取力を鍛えることで、

グリーンイノベーションの創出に

挑戦できる理工系博士人材「エナジー・ネクス

ト」リーダーとしての素養を身に付けていきます。

修学状況や能力の確認は、入学試験および2年目終了時の

Qualifying Examination（QE）、そして外国人副査や企業からのアドバイザーで

あるコンサルティング教員も参加する最終年度の学位審査

（英語）として用意しており、世界水準に即して質を保証しま

すので、修了時には自信をもって社会に出ていけることで

しょう。

これらの教育を持続的に推進するためのフレームワークと

して、博士課程のみからなる5年一貫制大学院教育の新専攻

「先進理工学専攻」を平成26年4月に設置いたします（文部科

学省へ申請中）。
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4月22日夕刻に西早稲田キャンパス55号館の一角で、学生らで逢

坂哲彌教授を囲み、「電気化学をベースにした新分野開拓と展開 ―私

の研究歴 どのように教育研究を展開してきたか」というタイトルでコ

ロキウムを開催しました。

はじめに、研究室から巣立って各界で活躍している教え子らのエピ

ソードを交えて、彼らと共に進めてきた研究開発の変遷が語られまし

た。磁気記録デバイスおよびめっき、高エネルギー2次電池、バイオ・

ナノセンサなど、電気化学反応により界面構造を制御した高機能物質

の創製を起点として展開し、様々な分野で応用に結びついた成果があ

ります。再現性の追求や制御ノウハウの検討、核となった発見や独創

的なアイディアと共に紹介され、生き生きとした研究室の雰囲気が伝

わってきました。

「大学が取り組む研究テーマは、学問としての展開を拓き、関連分野

の進歩に寄与することが必須です。教育を中心とする大学本来の使命

も重視し、企業ばかりではなく学生にとっても魅力的な研究課題に取

り組むことが、結果として発展的な関係を構築し双方に利益をもたら

します。一方で、大学発の技術を実用化へと導くためには、企業にとっ

てメリットが大きくなるように、有効に使いやすい形で提供する努力

を要します。“ギブ・ギブ・ギブ・アンド・テイク”くらいのバランスで付

き合う心意気も大切ですよ。技術を育てるための組織や知恵、資金を

結集させる必要性、そして研究者として実用化を目指す情熱が何より

重要です。

半導体や液晶パネルなど、日本発の技術でありながらシェアを韓国・

中国にとって代わられている現況から分かるように、世界市場におい

て日本の技術産業は苦境に立たされています。要素をすり合わせて上

の水準に持ち上げるチューニング技術やオンリーワン技術、真似でき

ない技術など、中核となる技術や勝負の方法は多様であり、分野の特

性によって適した戦略は異なります。しかし、村組織体質、瞬間的な

決断が苦手、国内で一つ成功すると同じ事例を追随しすぎる風潮など、

日本人特有の民族性や文化に起因する傾向が、時勢にあった正しい戦

略の実践を妨げてきたように感じています。

技術単独の面白さだけでなく、“世の中にどう展開していくか”とい

う発想との組合せが肝心です。市場の創出とコントロールを可能にす

る政策と連携して日本の技術優位性を確保し、窮地を乗り越えるチャ

ンスは残されています。基礎技術を伸ばす開発と将来を見据えた戦略

とを両輪とし、日本の得意な産業領域を産学官協働で成長させていく

環境を確立する取り組みに、私自身も貢献したいと考えています。」

多くの産学連携プロジェクトを先導されてきたご経験に基づいたア

ドバイスや、今まさに取り組まれている最先端の蓄電池研究を切り口

とした日本の技術産業の展望について、熱く語って下さいました。学

生らは熱心に耳を傾け、質問や意見交流を楽しみました。
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海外連携機関であるモナッシュ大学を1期生6名が訪問し、合同

でミニシンポジウムを開催しました。

導入としてProf. M. Hearnからグリーン・ケミストリーの紹介 

と持続可能社会への戦略について、Prof. R. Jackson、A/Prof. 

T. Pattiからは資源の有効活用や低環境負荷を目指した合成技術

に関わる講演がありました。Dr. K. Saito、Dr. M. Potdar、Dr. R. 

Boysen、Dr. A. Tanksale 4名の若手教員らによるワークショッ

プでは、環境リスク評価、E-ファクター（省資源性を評価する指標）

や原子経済等の解説や成果の紹介があり、その内容について参加

者全員で白熱した議論を交わしました。 

講義以外の時間では、近い研究テーマに従事する学生の案内で

研究室の装置や分析機器を見学したり、大学寮へ宿泊して異なる

文化を持つ寮生らの生活に触れたり、メルボルン近郊の街を散策

してモナッシュ大学の学生らと交流を深めました。 

最終日には双方の学生が自身の研究について10分間のプレゼン

テーションおよび質疑応答しました。各々の学生が英語に苦心し

つつも両大学の教授や講師陣・学生らとの討論を楽しみ、かつ真剣

に取り組みました。

次世代エネルギーの実装に向けた取り組みについて学ぶため、

宮古市役所ご協力のもと、沖縄県宮古島の関連施設の見学演習に、

一期生10名が参加しました。 

プログラム担当者の一人である林泰弘教授が実証研究に参画し

ているメガソーラー発電所や、バイオエタノール製造施設など、

再生可能エネルギー利用の実証実験

設備を見学し、資源循環型の低炭素

社会システム形成への展望、島特有

の課題や実状について学びました。 

太陽電池の耐久性やエネルギー需

給マネジメントの難しさなど、自ら

の専門分野を新しい切り口で捉える

機会となりました。 

エナジー・ネクスト
コロキウム エナジー・ネクスト・コロキウムとは…　大学内外の様々な研究者が、自分の研究テーマを切り口とした次世
代エネルギーについての話題や、自らが研究者として歩んできたエピソードなどをフリートーク型式で紹介
し、異なる専門の学生らと意見交流を行う企画です。

■国際イノベーション拠点に採択されました
文部科学省の「地域資源等を活用した産学連携による国際科学
イノベーション拠点整備事業」に、下記協働体制のもと早稲田大学
が提案した「ネットワーク社会における安全、安心、快適な生活を
低コストで実現する『スマート・ライフサポート・イノベーション拠
点』プロジェクト」が、15拠点の一つとして採択されました。
逢坂教授の関わる革新蓄電エネルギー技術と、省電力高速コン

ピューティング技術を軸として、①蓄電エネルギーシステムの高性
能化（高信頼性、大容量化）、②超省電力高速デバイスの開発をまず
組織化します。さらにその融合による③蓄電エネルギー利用デバイ
スを用いたスマート・ライフサポートのビジネス開発拠点を構築し、
併せて実用化を担う人材を育成することを目指しています。
プロジェクト協働体制：株式会社東芝、トヨタ自動車株式会社、プライムアースEVエナジー株
式会社、株式会社日立ハイテクノロジーズ、日産自動車株式会社、富士通株式会社、株式会社
理研ジェネシス、株式会社島精機製作所

逢坂 哲彌 教授　先進理工学研究科　応用化学・ナノ理工学専攻教授。1945年生まれ、電気化学の方法を使って新機能性材料やデバイスを創成す
る、電気化学ナノテクノロジーを提唱。平成22年度、「界面電気化学の確立による高密度記録用小型磁気ヘッドの開発」の業績で紫綬褒章を受賞。
エレクトロニクス実装学会会長、電気化学会会長、日本磁気学会会長を歴任し、2013年5月より米国電気化学会の会長を務める。

プログラム概要

モナッシュ大学ミニシンポジウム
2013年1月18日（金）－21日(月) モナッシュ大学クレイトンキャンパス（オーストラリア・メルボルン）

次世代エネルギー関連施設見学演習
2013年2月26日（火）－27日(水) 沖縄県宮古島

【訪問先一覧】
●メガソーラー実証研究設備　●沖縄電力宮古第2発電所　●バイオエタノール製造施設　●前浜ポンプ場（ポンプによる太陽光の変動吸収）
●来間島（再生可能エネルギー100％自活実証事業）　●製糖工場（バガス発電と蒸気利用）　●地下ダム資料館（全島エネルギーマネジメントシステム実証事業）
●多良川（メタン発酵装置）　●宮古市役所（エネルギー政策、意見交換）

第1回：2013年1月	25日	先進理工学研究科 化学・生命化学専攻	古川行夫 教授 「構造化学の視点から見た有機薄膜太陽電池－高効率化にむけて」

第2回：2013年2月	1日	先進理工学研究科 物理学及応用物理学専攻	勝藤拓郎 教授 「物質の物理 ― 物理はエナジー・ネクストに役立つのか？」

第3回：2013年3月	1日	チリ南大学理学部	Ignacio Villoslada 教授 「The Hook-Effect as a Tool to Improve Materials Functionality」

今までに
実施した
コロキウム


